
まず始めに, 本日この講演に招待していただいた鹿屋体育大学の芝山博士と川西博士に感謝の意

を表する｡ これは私にとって非常に名誉なことであり, この栄誉を与えてくれた２人と, 意見を発

表させてくれる皆に感謝している｡ この講演で扱う問題について, カンファレンス期間中とその後

にも一層の討議が行われるようになれば幸いである｡ まず｢リーダーシップとは何か｣ (何がリーダー

シップではないかも含めて) という問題についての概略から始め, リーダーシップトレーニングを

理解するための背景を提示する｡ つまり, リーダーシップが何かを知らずに, リーダーを養成でき

るわけがないといえる｡ 今日のリーダーシップの本質と, それを養う方法について, いくつかの意

見を伝えたいと思う｡�����������
これは西欧の学者たちが何十年も抱いてきて, 思想家たちが何世紀も抱いてきた疑問である｡ 当

然ながら, 昔のリーダーシップに関する話は, 我々が今日リーダーシップと考えるものより, 支配・

統治・闘争に関心が払われている｡ マキャヴェリの 『君子論』 と孫子の 『孫子の兵法』 は, 常に古

典作品として挙げられる｡ しかし重要なのは, 支配・統治・闘争をリーダーシップと一緒にしない

ことである｡ これらはよく関連づけられるが, 別々の概念である｡ リーダーシップがなくても戦争
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現代のリーダーを育成するトレーニングは, ビジネスエグゼクティブ・聖職者・軍人・コーチ・政治

家の形を問わず, 数限りない方法が試みられてきており, その成否はさまざまである｡ その理由の�つ
は, リーダーシップの理論が数多く存在し, それらに基づいてリーダーシップトレーニングプログラム

が組まれるためである｡ そしてプログラムの基礎にある理論上の仮定が正しくなければ, プログラムが

うまくいく可能性はほとんどないといえる｡

この論文では, リーダーシップは特定の人々の中に存在するという昔ながらの概念を再検討し, 現在

のリーダーシップ理論がいかにこの見解を過去のものにしてしまったかを示している｡ かわりに, リー

ダーシップは状況と人間関係の産物であり, リーダーシップトレーニングプログラムはその状況に備え,

人間関係が生まれる際にはその一部に加わることに焦点を絞る必要がある｡ 特定のスキルに焦点を絞っ

た多くのプログラムとは対照的に, リーダーシップの役割に備える訓練の最善の方法は, 綿密な一般教

養の基礎を通じて, 充分な熟慮の機会を持ち, 修辞的な能力を高め, 指導を受ける機会を持つことであ

る｡ ローリエ・ブラントフォードではこれらの原則に基づいてプログラムを組み立て, かなりの成功を

収めながらも, 常に改善のための方法を探している｡ 論文は我々がこのプロセスから学んだ教訓のいく

つかで締めくくるが, それらが他のプログラムに役立てば幸いである｡
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